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職員の“勤務„を考える 

理事としてカリヨンに関わり、監事を仰せつか

って 2 年目になります。シェルターと自立援助ホ

ームを訪問させていただくのですが、カリヨンの

根幹部分である施設の職員の奮闘努力には常々敬

服するばかりです。かつて私も施設で勤務をして

いた時代がありました。ここではその“勤務„のあ

りようを考えてみたいと思います。 

施設では早出、遅出、宿直といった形態を取り

ながら、職員が交代で勤務します。「明けハイ」と

いう言葉があります。宿直といっても充分に睡眠

がとれ、心身が休まるわけではありません。夜半

に横になり浅く短い眠りについて、ほどなく朝を

迎え新たな一日が始まります。前日から気を張っ

た状態が続き、そのまま翌日の勤務に突入すると

いうわけです。「明けハイ」はこうした時間の流れ

の中で感じる一種の“過覚醒の状態„といってよい

でしょう。頻繁な宿直による負担感、疲労感は肉

体的にも精神的にも大きいものがあります。 

交替でローテーションを組んでいると、突発的

な休暇が取りにくく、急な用事で休まなければな 
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らなくなった場合など大変面倒なことになります。

自分が抜けたところを誰かがカバーすると言って

も、それは部分的なサポートではなく、勤務を丸

ごと代わりつないでいくわけですから、他の職員

の都合がつかないと不可能ということになります。

いきおい多少の無理をしても、穴をあけないよう

にとの気持ちが働きます。頼むほうも頼まれるほ

うも見えない負担感と圧迫感を感じます。不在の

人の業務を周囲が分担し合ってカバーするのと大

きな違いがそこにあります。週休日は業務の都合

でしばしば変更されます。プライベートの予定を

立てにくく、気持ちがどうも休まらない、これも

特徴の一つです。 

十分とは言えない人数でこうした勤務を続ける

ことの拘束感から解き放たれることはなかなかあ

りません。子どもと関わる仕事は大変そうだ、勤

務もきついようだし…。こうした評価が、児童福

祉の分野で働いてみようという人が少ないことの

大きな要因になっているようにも感じられます。

職員の確保・育成は長年の懸案・課題であり続け

ており、どこでもそのことでは苦労しています。

社会福祉法人カリヨン子どもセンター 
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そうした状況下ではありますが、多くの人に私た

ちの仲間に加わってほしいと願っています。 

来たれ！同士！ 

 

“大人の責任„を考える 

 25 年前（1990 年）に出版された、養護施設（当

時）で生活している子どもたちの声をまとめた作

文集「続 泣くものか（全社協養護施設協議会編）」

のなかで、小 6 のトモエさんが「二人を返してほ

しいなあ」と題し、別れて暮らす弟たちへの想い

を綴っています。 

Ƽ╥Ƕ 7₴Ѽǲ ȅȓǭƲAᶸǲЊǪǭǔȅǞǦƳ

ǤǞǭƲ ȐǳǑǷǨȊȚǲƲǹǔǯȐȓǭǞ

ȅǋȅǞǦƳ╥ǶǼǦǛǵ ǵἧǮƲǯǭȉǒȖ

ǋǒǪǦǮǠƳƽ 

トモエさんは 4 歳の時に施設に入所、双子の弟は

出生後すぐ併設の乳児院に入所しました。 

Ƽ˹ƲǱǲǞǭǋȒǒǱƳǰȚǱǲẎǔǖǱǪǦ

ǒǱƳ╥ǵ ǓƲʝ↓ǮǋǋǒȐǟǪǖȑȆǦǋ

ǱǉƳǮȉ ꜠ǮǞǦƳ ȐǳǑǷǜȚǓƲ˘

˲șǹǔǯǪǭǞȅǋȅǞǦƳƽ 

トモエさんは思いました。 

Ƽ ǵ╥șƲǒǪǭǲǹǔǯȐǱǋǮȂǞǋǱǉƳ

ϸ╥ǒȐ ȓǦȐƲǰȓǧǘǜȆǞǋǒƳǤǵǑ

ǷǜȚǶƲǣǪǦǋǣǋǦǖǧƳǹǔǯȒǱȐƲ

ǯȶɫȤׅȋɝɦȱǓƲǋǋȏ ǯǋǪǦȐƲ

ǹǔǯǪǭȉǋǋǘǰǱƳǹǔǯȒǱȐƲǤȓǖ

ȐǋǵǚǯșǞǦȐǋǋǵǲǱǉƳƽ 

トモエさんは、自分に何の説明もなく弟たちが引

き取られていった現実を受け入れることができま

せん。心の整理もつきません。 

Ƽ╥ǯ˹ǉǪǦǯǞǭȉƲ ǦǨʢ˲ǵǚǯǶƲ

ǣǪǦǋ⸗ȓǭǋȒǯדǋȅǠƳ ǦǨʢ˲ǮƲ

˘˲șǢǪǯǖǞǦȐƲǱȚǯǱǖȖǒǪǭǖȓ

ȒǒȉǞȓǱǋƳ ʴ ˹Ʋ˘˲ǶǣǪǦǋ⃰

ǮǶǱǋǯדǋȅǠƳǱǣǒǯǋǍǯƲ˘˲Ǯǋ

ȒȏȑƲ˜˲ǮǚǚǲǋǦ ǓƲ⃰ ǧǯדǍǒ

ȐǮǠƳ˘˲ș ǞǭȂǞǋǱǉƳǑǷǜȚǶƲ

ǹǔȎǍǧƳƽ 

トモエさんは切ない想いを精一杯、“おばさん„に

ぶつけます。双子の弟はトモエさんの知らない間

に、里子として“おばさん„に引き取られました。 

7 年経った今でも、トモエさんは弟たちと一緒

の家族であることを忘れることはありません。児

童相談所、養護施設、里親、何人もの“大人„が考

えた末の結論だったに違いないのですが、トモエ

さんに納得できる説明はなく、トモエさんは現実

を受け止めきれずに、やるせない気持ちを抱え続

けました。 

 2010 年に日本で公開された韓国とフランスの

合作映画「冬の小鳥」は、1970 年代の韓国の養

護施設を舞台に、施設に入所してきた 9 歳のジニ

の心の内を描いた作品です。 

父親と新しい母との間に生まれた赤ちゃんの足

に安全ピンが刺さり、継母はジニを誤解し非難し

ます。ある日、父はジニを連れて買い物や食事を

して楽しいひと時を過ごした後、ジニを養護施設

に連れていきました。ジニは父に捨てられたとい

う現実を受け入れられず、すさんだ生活が続きま

す。やがてジニは、父が新しい家族を連れて引っ

越してしまったことを知り、林の中で深く穴を掘

り、土の中に自分を埋めようとします。しかし息

苦しくなり死ぬことを断念…外国に養子に行くこ

とを決意します。埋葬の儀式は、家族との決別、

そして新たな未来への決意を暗示しているように

思われました。監督が自らの体験を元に映画化し

た作品ということでした。 

家族を失った喪失感とさびしさを受け止めなけ

ればならないトモエさんとジニの姿が重なります。

“大人„が“子ども„にていねいに関わること、正面

から向き合うことの大切さ、そしてそれは、“大人„

の“子ども„に対する責任なのだと教えてくれる、

子どもたちの言葉は私にとっての教科書です。 

とりとめのない話にお付き合いいただき、 

ありがとうございま

した。子どもたちと

ともに暑い夏を乗り

切りましょう！✿ 
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2015 年７月。今年も後半戦に突入です。早い

です、こわい位に。 

前回の近況レポートからは間が空いて、入居者

の顔ぶれも変わり、ホームの雰囲気もまた違った

ものとなり、毎日を過ごしております。 

今号では昨年度末の大イベントのご報告を２つ。 

 

１月。大阪旅行を企画し、行って参りました！  

子どもたちから希望を聞き、予算内で可能なプラ

ンを立てました。 

当日は朝一番の新幹線に乗り、まず目指すはユ

ニバーサルスタジオジャパン。天候にも恵まれ、

人混みに負けず、アトラクションや乗り物を閉園

間際まで満喫していただきました。 

夕飯は焼肉で満腹になり、ホテルでは熟睡 zzz 

２日目は大阪城や通天閣などの観光コースをひと

回り。大阪マラソンと日程が重なってしまいまし

たが、この日も天候に恵まれ大阪の街を堪能でき

ました。 

楽しかった様子を少しでも伝えられていますで

しょうか…実は私、この旅行は留守番でした（涙） 

しかし怪我や大きなアク

シデントも無く無事に帰

宅し、「明日仕事だ、早く

寝なきゃ」と翌日に備え

る姿には敬服しました。

土産話も楽しそうにして

くれて、留守番した甲斐

があったというものです。 

３月。夕やけ

荘 恒 例 行 事

（に是非した

い）の開設記

念ひな祭りパ

ーティーです。 

 

夕やけ荘のＯＧや元スタッフを招いて、昼前か

ら夕方過ぎまでとても楽しく、貴重な時間を過ご

しました。私個人的には、OG さんの息子くんが

一回り大きく成長していて「また肩車でもせがま

れたらどうしようか」とこっそり焦っておりまし

たが（笑） 

それぞれの近況報告を聞く中で嬉しい報告や充

実した話の他に、日々の生活への不安や苦労も聞

かれ、「なにか助けになれることはないか」と思い

を巡らすものの、大した知恵も浮かばず…「でき

ることをこつこつ積み重ねよう」と原点に立ち戻

るスタッフ一同でした。 

総勢 15 名を超え大盛況となりましたが、今回

も川上前ホーム長に多大なお力添えをいただき大

感謝です。来年も是非お願いします～ 

 

最後に夕や

け荘の近況を

少しだけ… 

４～６月に３

名退居が続き、

現在は３名の

入居者が暮らしています。毎日暑い中たくましく

仕事に励んでおります。 

１名は W ワークに励み、１名は４月から正社員

として就労。５月に入居したばかりの子どももフ

ァミレスのバイトに慣れてきて、順調に就労時間

を伸ばしています。OG からの連絡もほぼ毎日の

ように誰かしらから入る状況です。また、入居打

診も後が絶えません。 

 

2006 年３月に開設いたしました、夕やけ荘。

10 年目の節目の年ですがこれまでと同様、一人一

人の自立のために子どもたちと共に精進する次第

です。変わらぬご支援とご指導をよろしくお願い

いたします。✿ 

ẅ ͛ Part.23 Ḹף  
ȩɨɦɱẅȋǘ           
ᴣ ȿɶɓ   ʠ  ֲ   
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2015 年 7 月 6 日の朝。とびらの家児童たちを

仕事へ見送り、いつもより数倍も早く家事を済ま

せた私はテレビの前で仁王立ち。女子サッカーワ

ールドカップ決勝戦、日本 VS アメリカ。結果は

惜しくも敗れてしまいましたが、圧倒的な劣勢に

おいてもチーム一丸となって諦めない選手たちの

姿に感動した朝でした（放送後はしっかりと勤務

に取り組みましたのでご安心ください）。 

 今年も気が付けば半分が過ぎましたが皆様にお

かれましてはいかがお過ごしでしょうか。とびら

の家では昨年末に 1 名退居、2 月に 2 名入居し、

現在は 5 名の男子児童が生活しております。性格

も趣味も目標もそれぞれ異なる個性豊かな 5 名で

すが、ホーム内の雰囲気はとても賑やか、元気ハ

ツラツ。専門学校にてゲームプログラミングを学

んでいる PC 博士、定時制高校４年生になり進路

と向き合っているクールガイ、目標に向けてダブ

ルワークにひたすら励むムードメーカー、専門学

校入学を目指しているスイーツ男子、勤務先で同

僚から頼られることに応えようと休日出勤もいと

わない働きマン。そこへ、細野ホーム長、大坂、

万治（夕やけ荘兼任）、佐藤、ボランティアスタッ

フのご婦人３名、スーパーバイザー前田を加えた

計 13 名が現在のとびらの家となっております。 

 

とびらの家にて生活するための第一条件は就労

をすること。現在の入居児童全員が仕事に就いて

おります。当たり前のことのようですが、私はこ

の現状にとても感動しており、児童たち各々が

日々積み重ねている努力に対して敬意を表したい

と感じております。先にも記しました通り、就労

することが前提での

入居となりますので、

周囲の大人ら（職員含

め）からして 

見ると「やって当然」 

 

 

 

 

「それが彼らのやるべきこと」のように感じてし

まうかもしれません。しかし、自らの状況を受け

止め（受け入れまでは出来ずとも）、現在の生活や

未来の夢の為に日々出勤し続けること、これを 10

代でやるということはとてもエネルギーを要する

ことと思います。就労状況が安定している今だか

らこそ、当たり前と感じず児童たちの努力を誉め

て、共に喜びを感じていきたいと思います（…と、

この場をお借りして自分へ伝えたいと思います。

つい忘れてしまい、更に高い要求ばかりしてしま

いがちなので 笑）。 

  

 日頃は社会の中で奮闘している児童たちですが、

やはりまだまだ若者。たまには子どもとしておも

いっきり過ごす時間を持たせたいという思いから、

2 月にホームのレクリエーションとして新潟へ日

帰りスキーに出掛けました。 

無邪気な一面や、果敢に挑戦し続ける姿など日

常ではなかなか見ることの出来ない様子を垣間見

ることが出来まし

た。 

また、多くの支援

者の皆様・企業様よ

り食品やスーツ、商

品券、サーカス鑑賞

へのご招待、ホーム近隣の皆様からはとれたての

野菜やその苗のご寄附をいただきました。学校へ

通いながら就労している児童に対しましては、各

種奨学金も頂いており、心より御礼申し上げます。 

 とびらの家にて生活する児童や職員だけでなく、

ボランティアスタッフの皆様やスーパーバイザー、

多くの支援者・企業の皆様方、その他応援して下

さる関係者の方々、全てを合わせまして「チーム

とびらの家」であると私は思っております。なで

しこジャパンのような、皆が協力し合い、強いつ

ながりを持って一つの目標へ共に歩んでいくチー

ム作りを今後とも宜しくお願い申し上げます。✿ 

ὤ ͬ Part.26 ὤ  
ȩɨɦɱǯǺȐǵὤ         
ᴣ ȿɶɓ   ̯  ╣    
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夏らしく暑い日が続いておりますが、皆様いか

がお過ごしでしょうか。ガールズの小さな小さな

花壇では今年も自生しているおしろい花との格闘

が始まっております。また、涼しさを狙ったグリ

ーンカーテン作戦も行われているこの頃です。 

 ガールズでは、昨年 11 月から 7 月までに 13 名

の利用があり、9 名がそれぞれに次のステップへ

と巣立っていきました。昨年度から現在にかけ、

例年以上に子どもシェルターを必要とする子ども

たちがとても多かったことが印象的でした。常に

4 名程度の女子が生活を共にしており、子どもた

ちが一緒に時間を過ごすことも多いガールズでは

毎日がとても賑やかです。 

 12 月は、カリヨンハウス主催のクリスマス会に

入居中の子どもたちも参加することがきました。

子ども担当弁護士さんも参加してくださり、子ど

もたちもリラックスして過ごすことができたよう

に思います。他のホームのお子さんや直接話をす

ることはないものの OG が参加する姿もみて、カ

リヨンにはたくさんの仲間がいるということ、転

居後もつながりが全く切れてしまうわけではない

のだと感じることができたのではないかと思いま

す。また、職員がハンドベルに参加する！という

普段とは違う姿を見たこともあり、その後はしば

らくホームでその話を繰り返ししていました。 

 1 月。年明けから子どもたちと相談し、初詣な

ど出かけました。お正月後はリフレッシュや自身

へのご褒美にとカリヨンハウスをバランスよく利

用しながら、それぞれに就労へ向けての調整や受

験などに取り組んで過ごしていました。 

 2 月は節分、3 月はひな祭りなどの年中行事を

子どもたちと一緒に行いました。 

 また、3 月には遅ればせながら 2014 年度に成

人を迎えた OG にお声掛けし、成人お祝い会を開

きました。子ども担当弁護士や関係者の皆さんに

ご相談のうえ、今回は 3 名の OG が参加し、それ

ぞれに就職したことや近況報告をしてくれ、元気 

 

 

 

な姿を見せてくれました。シェルター職員とはそ

の場限りの再会ではあるのですが、いろいろなと

ころでたくさんの人に支えられて大人になってい

く彼女たちに驚くばかりです。 

  

2015 年度 4 月になるとガールズに新たな 4 人

目！の職員が入りました。昨年度までボーイズ兼

事務局勤務だった山口がガールズの戦力となりま

した。子どもたちも既にカリヨンハウス利用など

で面識のあった山口を喜んで迎え入れていました。

職員も 4 名体制という恵まれた環境をいただき、

新たな風を受け、新鮮な気持ちになりました。職

員 4 名＋ボランティアという体制を最大限子ども

たちへの支援に活かしていけるようにしていきた

いと思います。 

 4 月以降のガールズは引き続き入居が途切れる

ことなく続いていましたが、5 月のカリヨンハウ

ス主催のバーベキューにはクリスマス同様入居中

の子どもも含め参加することができました。現在

の入居児童と OG のテーブルはご配慮いただき、

それぞれに楽しむことができたようです。 

 現在入居中の子どもは 4 名。「ここへ来てはじめ

て自分の希望を口にした」と人の様子を窺いなが

らも少しずつ自分の気持ちを伝えてくれています。

現在の顔ぶれは、「何かやりたい」という元気のあ

る子どもたちのため、気合の入った七夕飾りや誕

生日の子のために更に気合のはいった飾りやプレ

ゼントを職員やボランティアスタッフとともに準

備するなど、次の生活への準備とともに前向きに

生活をしています。 

 現在も子どもシェルターを必要としている子ど

もたちがどこかにいて、そうした問い合わせが多

く寄せられています。1 人 1 人を大切に丁寧に、

関係者全員で協力して子どもも大人も支えあい、

関わっていきたいと思います。 

 今後とも皆様のご指導、ご支援をいただきます

ようお願いいたします。✿ 

ἧ ὤ Part.28 
ȩɨɦɱἧǰȉǵὤȪɶɩȸ      

əɶɞ   қ     
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はじめまして、今年の４月から子どもの家ボー

イズの職員となりました、矢戸優太郎と申します。

ボランティアスタッフとしては去年の夏から勤務

していました。新築されたボーイズの家に通い始

めて、そろそろ一年。四季が巡り、再びの夏を迎

えています。 

 去年の 11 月から今年の７月までに、ボーイズ

では 12 名の利用がありました。入居したての子

どもたちは、ありのままの感情を表に出せなかっ

たり、必要以上に礼儀正しい態度をとったりと、

非常に緊張した様子を見せます。 

 そうした「こわばり」を解くきっかけになるの

がゲームでした。ボーイズにはたくさんのゲーム

が置いてあります。ただし、子どもたちが既成の

ルールに縛られることはありません。 

 UNO でもトランプの大富豪でも、複雑なローカ

ルルールを駆使して目まぐるしく立場を入れ替え

ていきます。人生ゲームは超高速でプレー。就職、

転職、失職が数分のうちに起こり、結婚してはご

祝儀が飛び交い、家を買っては台風で吹き飛ばさ

れる世界。印象的だったのは、ゲームの後半にな

って、勝っている子の側がオリジナルの一発逆転

ルールを提案していたことです。ルールはアンフ

ェアでも、勝ち目がフェアになるようにと気遣っ

ていたのでしょうか。勝敗にかかわらず面白い状

況をつくりだした方が格好良いという独自の美学

が彼らの中にはあるようでした。 

 将棋はこの一年で最も遊ばれたゲームのひとつ

です。センスのある子が多く、定跡をきっちり把

握している子もいれば、既成概念にとらわれず自

由な発想で急所を突く子もいました。そんな中、

ボーイズ内で発明されたのが「将棋・チェス混戦

形式」。升目を増やした手書きの大盤に、将棋とチ

ェスの駒を自由に並べて勝負します。持ち駒の規

則を調整したり、地形を追加したり、多人数プレ

ーを採用したりと、新ルールを考案すること自体

が一種のゲームとなっていきました。盤面中央に 

陣取った〈京都守護職〉を両サイドから攻めたて

るという奇天烈な３人同時プレールールが一番の

ヒット作だったかもしれません。 

 このような自由な精神が、将来につながってく 

 

 

 

 

れたらと願ってやみません。「ゲーム会社で面白い

ゲームをつくりたい」「美容師になってカリヨンの

子どもたちの髪を切ってあげたい」「世界中の人々

を元気づける歌手になりたい」子どもたちは、皆

それぞれに素敵な夢をもってこの場所から巣立っ

ていきます。しかし、夢を実現するためにはまず

自立しなければなりません。そして自立のために

は貯金を、そのためには就労を…、と、ここから

踏み出す最初の一歩は必ず地道なものになります。 

 シェルターに入居する子どもたちのほとんどが、

まだ遊びたいさかりの未成年ながら、独力で生活

していかなければならない過酷な状況に置かれて

います。そこに納得しきれない子も、やはり少な

からずいます。間近に迫った社会参加を現実的な

ものに、そして積極的なものに感じられるよう心

の準備をすることが、シェルターという場の役割

でもあります。ひいては、人生そのものが魅力的

なものと感じられるよう、共にそのイメージを、

そのストーリーをつくりあげていくことが、この

家にいる大人の役割でもあると感じています。 

 さて、いよいよシェルターを出ていく段になる

と、この場所に何かを残していきたいと考える子

が多くいるようです。スタッフルームに飾るため

に折り鶴を折ってくれた子、将来の入居者のため

にカードゲームを譲ってくれた子、感謝の気持ち

を自作の歌にこめてくれた子、職員・スタッフ一

人ひとりに激励の手紙を書いてくれた子。「たまに

こういうことがあると、元気を貰えますよねっ」

とは平野ホーム長の談。困難な境遇に置かれてき

た彼らがこのような優しさを見せてくれることに

驚きます。が、ゲームの中でさえ互いに気遣う子

どもたちです、彼らはそもそも、とても優しかっ

たのです。シェルターは疲れ切った子どもたちに

安心を与える場所ですが、その子どもたちの優し

さによって支えられている場所でもあります。 

 最後になりますが、皆さまのたくさんのご支援

に感謝いたします。年中行事に関心をもたないボ

ーイズの子どもたちも、四季折々の贈り物……特

に旬の食べ物には興味津々です。ただいまはスイ

カを夢中で頬張っているところ。ボーイズ内の季

節感を豊かにしていただいています。✿ 

ἧ ὤ Part.13  
ȩɨɦɱἧǰȉǵὤɚɶȢȸ      

ᴣ   ϮẐ    
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2015 年 5 月、カリヨンハウス主催のバーベキ

ューイベントを開催しました。 

今年は、子ども 5 名、OGOB13 名、おとな 23

名 合計 41 名の過去最大人数で、にぎやかに、美

味しく、楽しい時間をすごすことができました。 

特に OGOB の皆さんにとっては、こうした機会

に職員やコタンに近況を報告するとともに、今困

っていることを相談をすることもでき、生活を前

向きになって帰っていくこともできたようです。

シェルターから巣立った子どもに、退居後に関わ

ることへ不安や心配もあるところではありますが、

必ずしも施設への転居ばかりではない状況を考え

ると、こうして何かあれば大人に相談するという

形を維持することができるという面もあり、それ

が子どもたちを支えることもあるのだろうと改め

て考えることができました。 

                

 

                   

 

 

「じゃ、また明日ね。おやすみぃ」 

犬の散歩に付き合ってもらった子どもが自室

に入っていきます。 

私たちの住むマンションの一室には不定期的

にカリヨンから子どもたちがやってきます。目

的は様々、事情があってシェルターから避難（？）

してきたり、お金を貯めて自立するための練習

をしにきたり、一時保護や自立準備など既存の

枠にとらわれない部屋です。 

初めて「もがれた翼」を観て感銘を受けてか

ら数年、あれよあれよという間に三樹はボラン

ティアスタッフとしてシェルター勤務、私はカ

リヨンの評議員を拝命することになり、自宅で

はカリヨンからやってきた子どもたちと食事を

囲む生活になりました。もはや、本業は自分で  

もわかりません。（一応、不動産業）。 

 

 

スイカ割りでは男の子が見

事ジャストミート！景品を

かけたクイズ大会も盛り上

がりました。合間には海を見

に行ったり、写真を撮ったり、

広場でキャッチボールをす

る姿も。 

こうしたイベントは、支援

者の皆さまからのご寄付にて実現させていただい

ています。心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでも、入居した子どもが目標や進路を 

見つけて旅立つとき、いつかこのニュースレ 

ターで読んだ「闇だけを見つめていた子ども 

が光の方に向き直り歩き始める。その光の鮮 

やかさは、その場面に立ち会うことを許され 

た私たちに強い希望を与えてくれる」という 

一節を思い出します。 

明日というのは希望に満ちた未来です。 

子どもたちが希望を抱いて眠れるように、 

「また明日！」 

（たぐちまさよし・みき） 

 

 

 

 

 

*^_^* Smile ͬ 
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カリヨンの輪に加わってください！ 

 巻頭言の髙橋監事の文章内にもありますとおり、

職員、ボランティアスタッフ（有償）として加わ

って下さる方を求めています。 

 参加に際しては、履歴書による書類選考と面談

によるご相談、研修を受講していただきます。 

詳しくは、カリヨン子どもセンター事務局までお

尋ねください。 

 

もがれた翼パート 22『家族のカタチ』 

 今年も東京弁護士会子どもと弁護士でつくるお

芝居にカリヨン子どもセンターが協力しています。 

テーマは、両親の離婚や再婚のはざまにいる子

どもたちの声です。どうぞご鑑賞ください！ 

もがれた翼パート 22『家族のカタチ』 

2015 年 8 月 22 日（土） 

場所 北区赤羽会館ホール 

   昼の回 15 時開場／15 時 30 分開演 

   夜の回 18 時開場／18 時 30 分開演 

入場無料・予約不要（先着 600 名） 

 

ハーフウェイホームの実現にむけて 

 カリヨン子どもセンターでは、虐待を受けて精

神的な不調を抱え、就労や就学をすることができ

ず、療養生活を必要とする子どもたちのための「ハ

ーフウェイホーム」（中間の居場所）の実現を目指

しています。 

 この実現を目指し、下記の通りシンポジウムを

開催します。どうぞ皆様のお知恵とお力をよせて

くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

シンポジウム 

「新しい夢をかなえよう 

  ～ハーフウェイホームの開設をめざして～」 

2015 年 9 月 13 日（日） 

場所 東京ウィメンズプラザホール 

 13 時開場／13 時 30 分開会 16 時 30 分閉会 

入場無料・予約不要（先着 200 名） 

・カリヨンを利用した子どもの声 

・DVD 上映「東京弁護士会もがれた翼パ

ート 18『私のあした』より」（ハーフウ

ェイホームをテーマにした作品） 

    ・パネルディスカッション  など 

 たくさんの皆様のご参加をお待ちしています！ 

♥  
連日の猛暑に体調を崩されている方も多いことと思います。News Carillon 32 号をお届
けします。 
巻頭言では、困難を抱えた子どもたちへの切れ目のない支援を目指して日々奮闘するス
タッフへ、先輩からエールを頂きました。子どもとともに育つスタッフ、そしてカリヨ
ンの理念とともに育つスタッフがカリヨンの理想です。9 月 13 日に予定されているシン
ポジウムではシェルターと自立援助ホームの間の支援について、皆さまと一緒に考えた
いと思っております。制度の狭間に落ちてしまう子どもたちのために、新しい夢をかな
えたいと思います。皆さまにはこれからも変わらぬ支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。炎暑のみぎり、くれぐれもご自愛のほど、お祈り申し上げます。（T.Y） 

News Carillon No.32 

̝ ˲ ἧ ˗ҵᾯ ̑  

₁ Ḹ ʤ  

̝ ˲ ἧ ˗ҵᾯ 
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TEL 03- 5981- 5581  FAX 03- 5981-5582 

http://www.carillon - cc.org/ 
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